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という少なくとも 2 点において、大きなパラダイム転換を迫られることになる。 
 




























































ス」というのは、「プロセス・シラバス（process syllabus）」「先行シラバス（a priori 
syllabus）／後行シラバス（a posteriori syllabus）」といった時系列的な側面には注目し
ないという意味である。以上を踏まえ、日本語教育の代表的なシラバスとして「文法シラ











































のは、「52 円切手を 3 枚ください」といった単純で規範的な文型である。「葉書って、いく





















































以下では、ロールプレイを巡って、筆者が経験した 2 つの事例を取りあげる。 


















  （中略） 
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 次に、そのロールカードを使って、他グループの参加者がロールプレイを
行ってみた。すると、次のようなことが起こった。 
  （中略） 
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→ イ ン フ ォ メ ー
ション・ギャップ
とフィードバッ
ク を 含 む ロ ー
ル・プレイ 
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3．「言語から出発する」アプローチの問題点 
2 節では、日本語教育の代表的な 4 つのシラバスには「言語から出発する」という共通
点があることを指摘した。この 3 節では、「言語から出発する」アプローチが理論と実践
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うに職場を出るのか」のどちらかがわからないからである。前者なら「明日は病院に行く

























【事例 3】 留学生 C は LINE のやりとりについて「とくに困ったことはない。ミスコ
ミュニケーションは起きていない」と言っていた。その例として見せてくれ





図 3 留学生 C の LINE 画面（フィールドノートに基づき筆者が作成） 
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ちの何名かの学生が、オフラインで土曜日夜に飲み会を企画し、その誘いを
グループ LINE に流した。しかし、C はその日にはアルバイトがあり、飲み






























































ようなマルチモーダルな視点が必須になる。（なお、2017 年 7 月に国立国語研究所（東京
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「状況から出発する」アプローチ
